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１．作品概要 

 

 

 本作品では「実在や現在とは何なのか」という問いに対し、映像と身体、トレース（そ

の場を写し取ろうとする行為、ドローイングのようなもの）を通して模索する。「常にズレ

る『現在』には『過去』も『未来』も重なって存在している」ことを示すため、ビデオカ

メラとプロジェクターを用いて二通りの状況を設置する。 

 

一つは「Recording（録画）」。

リアルタイム映像をプロジェク

ターで投影し、投影される像に

対してトレースを施す（写真 1）。 

もう一つは「Replay（再生）」。

「Recording」を記録していた映

像を、既に制作されたトレース

の上から等身大サイズで投影さ

せて再生する（写真 2）。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 Recording 

写真 2 Replay 
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２．時間への興味 

 

① 実在や現在へ行きつくまで 

 

筆者はこれまでの制作において自身の存在（世

界の存在）について疑問を投げかけてきた。それ

は現在の自分自身の身体や精神（他にもあるかも

しれない）という存在に対しての疑問である。大

学学部生においては主に彫刻制作による実在物

を通しての探求を行ってきた（写真 3,4）。当時は

身体という面においての追及が強かったため、人

体に関する制作を一貫して行っていた。しかしそ

れは大学院修了制作時には、自分の人格の分裂を

意識したことによって、「私」の絶対的な存在に

対する疑問として内面的な精神へのベクトルも

含めるようになっていく（写真 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 「Born」  (2012) 

写真 4 「人は自然の前に否応なく浮遊する」(2013) 写真 5 「鉄塔」 (2014) 
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② 過去の Spreadシリーズについて 

 

身体と精神の実在という問題に取り組む中で次第に、時間とりわけ現在という感覚に対

しての疑問に直面するのは必然だったのかもしれない。そして実在物としての存在の中に

ある「情報」を映し出す、映像とプロジェクターを制作に用いるようになったのもその頃

である。そこには絶対的な何か法則性であったり、同一直線上と思われていた、自身を含

めた世界の分離や並列など、広がっていったりズレていったりする感覚が興味の対象とな

っていった。ここで現在という時間、時点においてその広がりを表現したのが「Spread」

シリーズである（写真 6）。構造的には、カメラとプロジェクターをつないで、撮影してい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 「Spread」 (2015) 

写真 7 様々な場所で設置される「Spread」 (2015) 
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る画面をそのままプロジェクターに同期させて像を投影させている。更にその像をまたカ

メラが取り込み、またプロジェクターから投影されていく。これを繰り返すことで、言わ

ば合わせ鏡のような効果を作り出している。対象に動きがある場合、奥に行くにつれてそ

の動きは徐々にズレながら遠退いていく。このズレはそもそもの人間の目や脳の処理速度

にも個体差があるように、カメラとプロジェクターそれぞれの個体による処理速度に応じ

てその間隔に差が生じる。 

「現在という時間、時点においてその広がりの表現」を言い換えると、この初期「Spread」

が端的に示すところは、「『現在』とは常に認識されないズレを含んでいる」ということだ

ろう。その後しばらくスマートフォンと小型プロジェクターを手に様々な場所に赴き、そ

の環境の一角に設置を繰り返していくつかのパターンを制作した（写真 7）。 

 続いてその波紋のようにズレを繰り返していく映像の効果を使って、どんどん取り零さ

れていく「現在」を、限りなくミクロな視点からすくい取ろうとした行為が「Spread －

follow－」である（写真 8）。ここでは投影されたもの（自身の身体、動き、光のスクウェ 

  

 

アなど）を対象に、その瞬間に目に映るものをつぶさに追っていくということを行った。

当然のことながら、そこにあるものを全て写し取ることは不可能である。加えて投影され

た画面に映し出される変化は、至る所で同時進行的に発生するのである。例えば画面中央

へ腕を動かすと、その動きがズレていく身体の変化と共に、中央の光の焦点に照らされた

輝きをカメラが一時的に取り込み、中央の光を増してスクウェアにも変化をもたらす。こ

れらの変化を全て写し取ることを目的とするのならば、それはこの状況を撮影しているカ

メラ本体にその役割を譲渡することが好ましいだろう（例えそうしたとしても、あくまで

それはデータ上での仮の模写でしかないのだが）。しかし我々の身体は、ここに一つの能動

写真 8 「Spread ーfollow－」 (2015) 
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的なものとして世界との相互関係の狭間に存在するのであり、ここでの目的とは努めてミ

クロな視点をもった「現在」への希求であるのだ。すなわち制作者（筆者）の身体があら

ゆる感覚器官やそれ以外の感覚をもって感受し、「極めて目の前にある現在」に対し焦点を

当ててトレースすることが求められる。ゆえに追っている対象となる「現在」の発露であ

る、映像のズレのどの変化を追うのかは、その瞬間瞬間によって筆者の身体に依存するも

のとなる。 

 

 

 

３．「Recording（録画）」と「Replay（再生）」 

 

 

 前項における Spread シリーズから本作「Spread －ZURE－」までの段階を以下のよう

に表すことができる。 

 

① Spread        …「現在」とは常にズレているということの表れ。 

② Spread －follow－  …限りなくミクロな視点での「現在」を掬い取ろうとする行為。 

③ Spread －ZURE－  …限りなくマクロな視点での「現在」をこし取ろうとする行為。 

 

一連の行為とは、現在というものの認識に接近するため、単一と捉えられる現在の瞬間

にあえてズレを生じさせることによって、時間を捉える視点に俯瞰位置を与えて再認識し、

「現在」というものの本質、またはそれと人間との関わり合いに迫るというものである。

初期「Spread」ではカメラやプロジェクターといった機器と、被写体環境となる場との関

係性をより抽象度の高い形として、ズレの現場の設置を意図している。続いて「Spread －

follow－」では、そこで生まれた時間への俯瞰的視点と共に、自らの身体をもって限りなく

ミクロな現在への接近を試みた。そして本作「Spread －ZURE－」ではミクロの視点に加

え、逆にマクロな視点を加えることによって生まれる場を互いに提示し、面と点の時間軸

による現在への再認識を行った。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 時間の点認識と面認識 
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本作「Spread －ZURE－」は現在がズレていく感覚を通して、「現在は過去や未来の時

空間と完全に分化しているのではなく、モヤのように淡く織り交ざりながら現在を存在さ

せているのではないか」という試みを行っている。それは「Recording（録画）」（写真１）

と「Replay（再生）」（写真２）の二つの状況を交互に設置して対比させることによって、

その相似性を表す。 

まず「Recording（録画）」について。使用して

いるのはプロジェクター、ビデオカメラ、リアル

タイム映像、紙、トレース、身体である。ビデオ

カメラはプロジェクターにつながれ、そのレンズ

に映るものがそのまま投影される。投影された像

をビデオカメラがまた映し、更に投影される。つ

まり合わせ鏡のような映像が映し出されるのだ。

この前で筆者は紙にトレースを行う。ここでトレ

ースという独自の言葉を使うのは、その状況を視

覚による正確な描写ではなく、自身の感覚ととも

にその状況の痕跡を写し取ろうとする行為だから

である（写真 7）。筆者の身体とトレースは、徐々

にズレていく映像と重なりながら進行していく。

この時の筆者の身体とトレースの含有される時間

軸は、まさにそれらを映し出しているビデオカメラの映像の含有される時間軸と等しい。 

次に「Replay（再生）」について。使用しているのは、プロジェクター、再生機器、記録

映像、紙、トレースである。ここに投影される映像は「Recording（録画）」での状況を録

画したものである。それはその時描かれたトレースの上へ重ねるように映し出される。こ

の状況において、トレースを行っている映像の含有される時間軸と、トレースそのものの

含有される時間軸は等しい。 

それらの時間軸は「Replay（再生）」されていることによって、単なる過去の再生と断定

されてしまうかもしれない。しかしこれらの状況は「Recording（録画）」の時点でも起こ

り得ると筆者は考えている。まず映像の記録という段階において、「Recording（録画）」で

あれ「Replay（再生）」であれ、その記録された情報とはあくまで現在とのズレを生じさせ

た記録であるという意味で同じである。映像の含有される時間軸と、トレースや身体など

実在物の含有される時間軸がそれぞれ等しいということも同じである。唯一目に見えて違

うことと言えば、「Replay（再生）」にはある意味、未来の結果としてのトレースが存在し

ているということである。ここで筆者が明らかにしたいのは、リアルタイムや現在そのも

のだと思われる「Recording（録画）」においても、徐々にズレていく過去という時間と、

既に描かれたトレースのように未来のような時間が、目には見えない感じられないものの

ままで織り交ざっているということである。 

写真 7 トレース  
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